










【研究目的】

本格的な少子時代を向かえ社会的問題として、育児不安が増加し、これらに対する対策が

重要課題として認識されている。そして、これらに対する対応は行政における各種の母子

保健サービスのみならず、民間における母子保健活動に負うところが大きい。しかしなが

ら、民間における母子保健活動はその実態が不明瞭な部分も多く、これらの実態を明らか

にすることと、これらに対する市民のニードを探ること、さらに、これらの活動がいかな

る評価を得ているのかを把握し、公的サービスと民間サービスの役割分担について勘案す

ることを目標としている。


